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生涯学習の〝学ぶ〟とみつばちの
〝Bee〟を合わせて名づけられた生
涯学習のマスコットマークです。

まなびぃウィンドウ
みんなで楽しく学ぼう！生涯学習

mascot マナビィ

問教育委員会生涯学習課 ☎30－0292

　

鹿
角
も
今
は
雪
が
多
い
時
期
だ
と

思
い
ま
す
が
、
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
も
今

年
は
例
年
よ
り
早
い
11
月
に
初
雪
が

降
り
、
寒
さ
の
厳
し
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
初
雪
が
降
る
前
に
日
本
語

教
室
の
受
講
生
か
ら
紹
介
し
て
も

ら
っ
た
ぶ
ど
う
農
家
で
、
ぶ
ど
う
の

収
穫
を
体
験
し
て
き
た
の
で
お
伝
え

し
ま
す
。

　

シ
ョ
プ
ロ
ン
市
郊
外
や
周
辺
の
村

に
は
多
く
の
ぶ
ど
う
畑
が
広
が
っ
て

い
ま
す
が
、
日
本
の
ぶ
ど
う
畑
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
い
、
高
さ
２
メ
ー
ト

ル
前
後
の
木
の
列
が
一
直
線
に
ず
ら

り
と
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
並
ん

で
い
ま
す
。

　

収
穫
は
、
作
業
員
が
同
じ
列
の
ぶ

ど
う
を
一
つ
一
つ
手
で
収
穫
し
、
バ

ケ
ツ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
ト
ラ

ク
タ
ー
に
積
ん
で
行
く
と
い
う
作
業

の
繰
り
返
し
で
す
。
途
中
、
収
穫
し

た
ぶ
ど
う
を
味
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
食
用
と
は
違
い
、
種
が
多

く
果
肉
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

と
て
も
さ
わ
や
か
な
甘
み
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ワ
イ
ン
と
言
え
ば
、

世
界
三
大
貴き

ふ腐
ワ
イ
ン
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
ト
カ
イ
産
の
「
ア
ス
ー
・

エ
ッ
セ
ン
シ
ア
」
と
い
う
白
ワ
イ
ン

が
有
名
で
す
が
、
こ
こ
シ
ョ
プ
ロ
ン

市
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
最
も
古
く

か
ら
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
栽
培
が
行

わ
れ
て
お
り
、
シ
ョ
プ
ロ
ン
の
気
候

と
土
壌
で
作
ら
れ
た
赤
ワ
イ
ン
は
酸

味
が
強
く
タ
ン
ニ
ン
も
豊
富
な
た
め
、

こ
の
し
っ
か
り
と
し
た
味
わ
い
に
多

く
の
フ
ァ
ン
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
収
穫
の
み
で
し
た
が
、
機

会
が
あ
っ
た
ら
ワ
イ
ン
造
り
の
工
程

も
体
験
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
語
教
室
で
す
が
、
去

年
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
20
人
以

上
の
方
か
ら
新
た
に
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
学
生
・

高
校
生
と
あ
っ
て
、
若
い
世
代
の
日

本
語
・
日
本
文
化
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
、
う
れ
し
く
思
う
と
同

時
に
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
に
対
し
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
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原 拓
た く み

実さん

　花輪出身。市の外国人向け日本語教室での講師経験を生
かして渡航。

詳しい様子はこちらで紹介しています。ぜひご覧ください。
ブログ公開中  http://ta93sopron.blogspot.jp/

Life In Sopron
　　　　　　　　　　　　－ ショプロンでの生活 －

バケツいっぱいのぶどう日本語教室の新規入学生 ぶどうを収穫する様子

火
の
見
の
塔
と
市
役
所

　生涯学習とは、心の豊かさや生活向上のため、生涯にわたって自発的な意思に基づい
て行う学習です。現在、本市では15人の生涯学習奨励員が、皆さんの身近なところで
学習活動を奨励・援助しています。
　今回は、その中から３人の活動を紹介します。

企
画
展

鉱や

ま山
を
支
え
た
人
々
の
生
活

　

昭
和
30
年
代
の
暮
ら
し
や
祭
り
、
懐
か
し
の
学

舎
や
鉱
山
関
連
施
設
な
ど
、
尾
去
沢
鉱
山
を
支
え

た
人
々
の
生
活
を
写
真
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

　

入
館
料
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▪ 

展
示
期
間　

２
月
１
日
木
～
３
月
18
日
日

▪ 

会
場　

特
別
展
示
室

▪ 

開
館
時
間　

９
時
～
17
時　

※
月
曜
休
館
。
2
月
12

日
月
は
祝
日
の
た
め
開
館
し
、
翌
日
休
館
と
な
り
ま
す
。

問 

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
22
ー
７
２
８
８

生涯学習に取り組んでみませんか

▪ 

日
時　

２
月
11
日
日 

9
時
30
分
～
（
受
付
8
時
30
分
～
）

▪ 

場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

※
2
月
1
日
木
か
ら
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
班　

☎
30
ー
０
２
９
４

　クラフトバン
ドサークル「ひ
まわり」は、月
に 2回、18 時か
ら花輪市民セン
ターで活動を行っています。
　クラフトバンドを編み上げて
バッグや名刺入れなどの小物や人
形など、さまざまなものをみんな
で楽しみながら作っています。
　夕方から活動を行い、日中仕事
をしている人でも気軽に参加でき
るように工夫しています。さらに
活動の幅を広げて、楽しみながら
頑張っていきたいです。

　「鹿角民話の会
どっとはらぇ」
は、鹿角市と小
坂町で年に 3 回
開催する「鹿角
のむがしっこの集い」や、湯瀬温
泉郷の宿泊施設で定期的に行われ
る「鹿角昔語りの夕べ」のほか、
さまざまな要請に会員が出向き、
鹿角弁による「昔っこ」を語って
います。
　聴かれた方が楽しかった、聴い
てよかったと思えるような語りを
心がけ、手遊びや唄を交えながら、
自分らしさを生かした語りを続け
ています。

　 平 成 5 年 か
ら 20 年余り続
けている書道教
室は、現在毎月
第 2・4 水 曜 日
の 13 時から 15 時まで、八幡平市
民センターを会場に開催していま
す。最高齢で 85 歳のメンバーも
いますが、自宅でも熱心に練習し、
立派な作品を書いています。
　市民センターの廊下やホールに
作品を展示するほか、場所を変え
て移動学習を開催するなど、集
まって話し合ったりしながら書道
を楽しんでいます。

クラフトバンド（紙バンド）

岩間 和子さん
昔話・語り

山口 京子さん
書道教室

神田 政子さん

２
月
の
声
か
け
運
動

　
　

５
日
月　

７
時
15
分
～
８
時

第
46
回
鹿
角
市
か
る
た
選
手
権
大
会


